発行/明治大学校友会豊島支部　東京都豊島区東池袋２－５７－１　


第８回ホームカミングデー

　　十月十六日(日)開催

本年は第８回目のホームカミングデーとなり、１０月１６日にアカデミーコモン、リバティタワ―を会場に、卒業後10年目(１９９５年卒)・２０年目(１９８５年卒)・３０年目(１９７５年卒)・４０年目(１９６５年卒)・５０年目(１９５５年卒)の校友を招待し行われます。当該学年の校友の皆様は今から予定に入れられる事をお勧めします。
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カミングデー福引景品募集

ホームカミングデープログラムの福引の商品の提供のご依頼が法人・校友会よりありました。豊島支部の皆様の中に景品提供をお引受頂ける方はお手数でも支部長三浦までご連絡下さい。（ＴＥＬ０３-３９７１-６３３２）

急ですが七月二十日までにお願いします。

平成１７年度国家公務員採用Ⅰ種試験に１３名が合格
６月２１日（火）に，平成１７年度国家公務員採用Ⅰ種試験の合格者が人事院より発表され，明治大学から１３名が合格した。昨年度の５名から大躍進。大学別合格者数では，私立大学では同志社大学の１４名に続いて，全国７位。
　合格の喜びを噛みしめる間もなく，合格者は各省庁の採用試験にのぞみます。
忘れえぬ時代に捧ぐメモリアル
故・石津謙介氏に特別功労賞を贈呈
明治大学は６月26日、アイビールックの仕掛け人で服飾ブランド「ＶＡＮ」の創業者として知られる服飾デザイナーの故石津謙介氏（２００５年５月24日逝去、１９３２年商専卒）に特別功労賞を贈呈しました。当日は贈呈式のほか、石津氏を偲ぶシンポジウム『石津謙介の時代・僕たちの時代』が行われ、およそ４００名が故人を偲びました。
　また、これを記念して、ハーバード大学クロコディロス明治大学グリークラブの合同演奏会も開催され、故人にふさわしい国際的な盛り上がりとなりました。

柔道まさかのインカレ２回戦敗退
6月25～26に第54回全日本学生柔道優勝大会（日本武道館）が行われ１位国士大　２位中大　３位近大、筑波大の結果でした。

ここ数年、不振が続く明大柔道部。４年ぶり、悲願の優勝を目指し今大会に臨むが、今年の明治は優勝争いにも加わることなく２回戦で姿を消すこととなった。
１回戦は中国四国地区代表、松山大が相手。明治は澤田主将(商４)を大将に据え７―０、オール一本勝ちで圧勝し優勝への期待を見せる。しかし続く２回戦、関東地区代表の桐蔭横浜大の前に優勝への道は閉ざされた。誰もが「勝つだろう。いや、勝って当たり前」と見守る中、試合の序盤からすでに雲行きは怪しくなっていた。　ポイントゲッターとなる先鋒・山本(政経１)、次鋒・竪野（政経３）が粘るも引き分け。その後もなかなかリードをすることができない。三将・影野(政経１)が一本負けしこの時点で１―２、と相手に主導権を握られる。なんとか相手のペースに歯止めをかけようと日當(商３)が試合に臨む。日當はポイントを先取されるも、自分のペースに相手を引き込み優勢勝ちし２―２とする。続くは試合を決定付ける大将戦。しかしお互い警戒しすぎて技を掛けることができず、両者反則負けとなる。その結果、試合の勝敗は代表戦に持ち越されることとなった。
代表戦を戦うこととなったのは濱島(商３)。小さい相手を前に巨漢濱島はなかなか技を掛けることができず、逆に相手のキレのある払い腰の前に沈んだ。誰もが予想しなかった２回戦敗退。畳に倒れ両手で顔を覆う濱島の姿はこの負けの大きさを物語る。喜びに沸く桐蔭横浜大の横で、最多16回の優勝を誇る明治の姿はとても小さく見えた。(明大スポーツより)
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第７回ホームカミングデー


アトラクション


マンドリンOB倶楽部による演奏





森宮康教務担当常勤理事の趣旨説明の後、特別功労賞の賞状と記念のメダルが、石津氏長男・石津祥介氏（石津事務所代表）に贈られました























